
 

 

 

 

・進級、入学、入園後のはぐノートの活用について 

・就学相談について 

・子どもの習い事について 

・ゲームの時間どうしてる？ 

・帰宅後の過ごし方について 

・子ども・私の強み発見 

・小学校の支援体制について 

・進級、入学、入園について 

・シートの更新について 

・はぐノートの整理の方法   などなど 

 

 
 

はぐノートの会には、毎回関係機関からスタッフが参加し、保護者の方とお子さんの話をしながら記入 

しています。また、記入だけではなく、「子育ての気になることあるある」もいろいろお話しています。 

学校・園のこと、放課後やお家時間の過ごし方などの情報共有もできます。なかなか書けないでいる方、 

書き方がよくわからない方…。一緒に書いてみませんか？令和 6 年度から次世代育成地域交流センターで

も開催することになりました。今年度は下記の日程で開催します。どうぞご参加ください。 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

★持ち物 

サポートブックはぐノート、筆記用具、 

母子手帳、検査結果や受診結果、他、 

はぐノート作成に必要な資料や写真 

    などがあればお持ちください。 

★スタッフ 

保育士、発達相談員、保健師、 

学校教育課指導主事 など 

    交代で参加します。 

★保 育 

家庭や園でどうしてもできない場合は 

申込時にご相談ください。 

 

                  問い合わせ・申込み 

泉佐野市役所こども部子育て支援課  

072-493-2181（直通）電話申込み随時受付します。  

 

地域子育て支援センター分館「わたぼうし」 

4 月 15 日（水）  

泉佐野市日根野 2634-1 

（日根野会館 1 階） 

072-447-6223 

    10 時～11 時 30 分 

5 月 13 日（水） 

6 月 17 日（水） 

7 月 15 日（水） 

8 月 19 日（水） 

9 月 16 日（水） 

10 月 14 日（水） 

11 月 18 日（水） 

12 月 9 日（水） 

1 月 13 日（水） 

2 月 17 日（水） 

3 月 10 日（水） 

次世代育成地域交流センター 

5 月 26 日（火）  

泉佐野市鶴原 395 

072-469-0660 

10 時～11 時 30 分 

 

8 月 25 日（火） 

12 月 22 日（火） 

3 月 2 日（火） 

 

 

 

令和 8 年度 はぐノートの会 

はぐノートの会で気になっていることや知り

たいこともスタッフに聞いてください。 



市ホームページ「はぐノート」 

下記のＱＲコードから 

                             

Ａ４サイズのリング式ファイル

です。子どもの状況に合わせて

必要なシートのみ使用でき、取

り外しできます。全てのシート

に記入する必要はありません。 

 

 

泉佐野市サポートブック 

「はぐノート」をご存知ですか？ 
 

はぐノートは乳幼児期から成人期まで保護者と関係機関が子どもの情報を共有するための 

ファイルです。 

発達の支援や細やかな配慮などが必要な場合、家族や本人が作成し、子どもの育ちの経過 

記録として残していくことができます。 

母子手帳の拡大版としても使っていただくことができます！！ 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ★はぐノートのメリットって？★ 

    

                                                       

 

 

 

 

家族や本人が記入します。書

き方に困った時は、園や学校

の先生、支援機関の人たちに

相談してください。 

シートに写真や子どもの描

いた絵を貼っても OK♪ 

保護者の思い、子どもの思

い、支援者の思いが詰まって

いくオリジナルノートがで

きます。 

はぐノートは市役所子育て支援課

にあります。 

こども園、保育園、幼稚園、学校な

ど、それぞれの所属でもお渡しで

きます。 

はぐノートは、市の 

ホームページ（子育て

支援課）にも掲載して

います。シートのダウ

ンロードもできます。 

★園や学校など関係機関が変わるたびに同じことを 

繰り返し伝えるという負担が少なくなります。 

★これまでの育ちの経過や支援内容を分かりやすく 

どの機関にも伝えることができます。 

★入園、入学など、次の機関につなぎ、成人期まで 

一貫したサポートを受けることができます。          


